
教育目標：なかまとともに、進んで学び、たくましく、思いやりのある子どもの育成

今回は、宮崎県・小林市より表彰のあった個人２名と１団体を紹介します。

本当におめでとうございます。

小林市「家族の作文」コンクール最優秀賞 (1/24)

４年 園田 崇晃 君

崇晃君は、①「家族全員が健康であること」②「ご飯を一緒に食べること」

が家族にとって大切であることを具体例を交えて述べ、最後に、「信頼関係を

作って、いつまでも、仲の良い家族でいたい」「家族だけでなく、友達にもや

さしくできる人になりたい。」と結んでいました。

※ 家族の絆・対話の大切さに改めて気づかさせられました。

「地域学校協働活動」推進に係る県教育長表彰 (2/4 表彰式)

細野まちづくり協議会 代表 内村 文彦 様

この表彰は、地域ぐるみで子どもの成長を支え、地域を元気にする取組が特に優れ、他

の模範となる個人・団体の功績をたたえ県教育長が表彰を行うものです。令和元年度は、

個人３名と６団体が表彰をされました。

小林市体育協会・スポーツ優秀賞（個人）(２/２０表彰式)

6 年 平山 春菜 さん

平山さんは、南九州ジュニア陸上競技大会に出場し、６年走り幅跳びの種目

で優勝したことが認められ、小林市体育協会よりスポーツ優秀賞として表彰

されます。表彰式は、２/20 に小林市文化会館で行われる予定です。

細野小学校

学校通信

令和元年度

第10号（２／７発行）桜の学び舎 細野小

細野まちづくり協議会【団体・表彰理由】

平成 26年に設立し、安心安全部会、こども育成部会、地域

づくり部会で構成し、防災、伝統文化継承、世代間交流、

農業体験、地域活性化等の幅広い活動を行っている。平成

30 年に細野小学校内に移転してからは、小・中学校と連

携・協働した取組がより充実し、子どもと地域の方との交

流が促進されている。高齢者とのふれあい登校や地域行事

への子どもたちの参加など、特色ある取組が多い。


